
髙
田
　
康
子
　

（
緑
水
会
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
ラ
ッ
シ
ュ
対
応

 

カ
ー
ド
導
入
10
年
目
に
な
り
更
新

等
の
手
続
き
が
集
中
す
る
年
回
り
を
迎

え
る
。
市
民
は
来
庁
が
必
須
と
な
る
が

対
応
の
見
通
し
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

 

電
子
証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
市
民
課
窓
口
で
行
い
、
カ
ー

ド
の
交
付
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
４

月
中
旬
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
お
よ
び
電
話
で

の
予
約
制
を
導
入
し
、
交
付
場
所
を

中
央
町
別
館
に
開
設
す
る
こ
と
で
必

要
か
つ
効
率
的
な
申
請
受
付
・
交
付

体
制
を
構
築
す
る
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明

書
の
取
得
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
、健
康
保
険
証
利
用
、確
定
申
告
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の
一
体
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

カ
ー
ド
未
取
得
等
の
市
民
に
向
け
た
利
用
促
進
方
策

 

約
８
割
の
市
民
が
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
る
。
残
り
２

割
の
方
々
が
「
使
っ
て
み
よ
う
か
」
と
思
え
る
有
効
な
手
立

て
と
し
て
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
。

石
井
　
真
人

（
覚
悟
の
会
）

新
庁
舎
整
備
事
業
の
整
備
地

 

一
年
半
前
、北
田
町
を
望
む
声
の
多
い
議
会
を
無
視
し
、

市
民
に
意
見
を
求
め
た
の
は
、
市
長
が
最
初
か
ら
南
二
日
町

に
決
め
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

 

市
が
提
案
し
て
い
る
新
庁
舎
の
整
備
地
案
は
、
市
民
の

皆
様
や
議
員
の
方
々
の
意
見
な
ど
か
ら
、
様
々
な
検
討
を
重

ね
た
資
料
を
も
と
に
部
長
会
議
に
お
い
て
審
議
し
、
全
会
一

致
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
市
長
が

整
備
地
に
関
す
る
意
向
や
方
針
を
提
示
し
た
こ
と
は
な
い
。

公
民
館
の
利
用
者
の
範
囲
を
広
げ
る
取
り
組
み

 

三
島
市
立
公
民
館
管
理
規
程
に
よ
る
と
、
登
録
団
体
の

会
員
以
外
の
一
般
市
民
は
開
催
事
業
へ
の
参
加
を
認
め
て
い

な
い
。
見
直
し
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

 

公
民
館
の
使
用
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
市
民
活
動
に

は
、
目
的
に
合
っ
た
施
設
を
案
内
し
て
い
る
。
国
の
基
準
の

改
定
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
当
面
は
共
催
と
い
う
形
で
、

市
民
の
皆
様
の
学
習
意
欲
に
基
づ
く
活
動
を
大
切
に
し
、
適

切
な
支
援
に
努
め
る
。

 

現
在
、
本
市
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ふ
れ
あ
い
教
室

と
青
少
年
相
談
室
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
。
支
援
に
あ

た
っ
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
情
報
共
有
を
図

る
こ
と
や
学
校
の
助
言
等

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
に
向
け
研
究
を
進

め
る
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

 

不
登
校
生
徒
の
増
加
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
支
援
窓
口
を
現
状
に
対
応
で
き
る
充

実
し
た
体
制
に
で
き
な
い
か
伺
う
。　

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
管
理
運
営
体
制
に
つ
い
て

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

 

今
後
、
行
政
や
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
不
要
な
床
の
買

い
取
り
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
市
と
し
て
床
を
取
得
し
な
い
と

い
う
確
約
は
で
き
な
い
か
。

 

床
の
取
得
が
市
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
床

を
取
得
し
な
い
こ
と
を
確
約
す
る

こ
と
は
適
さ
な
い
。
床
取
得
の
リ

ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
ス
キ
ー
ム
を

検
討
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
、

床
取
得
時
に
は
市
議
会
の
議
決
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

野
村
　
諒
子

（
緑
水
会
）

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
弱
者
の
た
め
の
避
難
所
運
営

 

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
開
設

時
の
障
が
い
者
の
受
け
入
れ
人
数
と
実
際
の
当
事
者
の
状
況

を
比
べ
て
の
今
後
の
対
応
は
。

 

障
が
い
者
の
受
け
入
れ
人
数
は
市
内
３
施
設
で
最
大
80

名
の
想
定
で
あ
る
。
今
後
は
新
た
な
福
祉
避
難
所
を
確
保
す

る
ほ
か
、
直
接
避
難
等
の
実
施
に
向
け
た
課
題
整
理
を
行
う

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
事
業
所
の
現
状
把
握
を
行

い
、
令
和
７
年
度
以
降
適
切
な
避
難
支
援
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

 

避
難
所
の
環
境
整
備
に
関
し
て
は
、
避
難
所
の
質
の
向

上
の
指
標
と
さ
れ
る
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
考
慮
し
、
ト
イ
レ
の

男
女
比
等
に
つ
い
て
避
難
所

運
営
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記

述
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所

運
営
に
関
し
て
男
女
の
役
割

が
固
定
化
し
な
い
よ
う
、
各

種
研
修
会
や
説
明
会
等
で
周

知
を
し
て
い
く
。

 

避
難
所
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
弱
者
へ
の
対
応
が
ま
だ

ま
だ
当
事
者
の
思
い
と
程
遠
い
イ
メ
ー
ジ
だ
と
感
じ
る
が
、

三
島
市
の
対
応
と
見
解
は
。

避
難
所
に
お
け
る
環
境
問
題
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
実
施
結
果

 

こ
れ
ま
で
の
１
年
間
で
約
1
億
8
千
万
円
か
け
た
伊
豆

フ
ァ
ン
倶
楽
部
事
業
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
特
典

の
利
用
者
数
を
踏
ま
え
た
三
島
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

 

会
員
数
は
１
９
２
４
人
で
あ
る
が
、
10
ポ
イ
ン
ト
以
上

を
貯
め
た
方
は
24
名
で
特
典
交
換
者
は
2
名
と
い
う
結
果
で

あ
る
。
事
業
の
認
知
度
向
上
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ポ
イ

ン
ト
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ

る
よ
う
加
盟
店
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
特
典
開
発
を

進
め
、
利
用
者
増
加
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

 

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
林
道
諏
訪
の
台
線
路
面
修
繕

が
完
了
し
た
こ
と
、
ま
た
、
林
道
橋
定
期
点
検
業
務
が
５
年

ご
と
の
実
施
で
あ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
は
予
算
計
上
の
必

要
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
３
０
０
万
円
余
り
減
額
し
た
も
の

で
あ
る
。

国
の
森
林
環
境
譲
与
税
と
市
の
林
業
予
算
の
考
え
方

 

国
が
林
業
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
森
林
環
境
譲
与
税

分
を
上
積
み
す
る
中
で
、
令
和
7
年
度
に
林
業
総
務
費
を

３
４
０
万
円
も
減
額
し
た
理
由
は
何
か
。

長
期
財
政
計
画
の
改
定
予
定
は
い
つ
頃
に
な
る
か

ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
に
お
け
る
課
題
認
識
に
つ
い
て

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

本
間 

雄
次
郎

（
覚
悟
の
会
）

14 日	 福祉教育委員会
17日	 静岡県東部地区市議会
	 	 議長会
20日	 東部地区６市４町議会
	 	 議長連絡会
21日	 議会運営委員会
	 	 各派代表者会議
30日　静岡県市議会議長会
	 	 定期総会

４日	 	 静岡県地方議会議長連絡
	 	 協議会
７日	 	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
14 日～ 3月 18日　2月定例会
14 日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 	 本会議（議案審議）
	 	 予算決算委員会
21日	 議会運営委員会
26・27日　本会議（代表質問）
27日	 予算決算委員会
	 	 議会だより編集委員会
28日	 経済建設分科会

３日	 	 経済建設分科会
４・５日 福祉教育分科会
６・７日 総務分科会
11・12・13・14日
	 	 本会議（一般質問）
11日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
14日	 予算決算委員会
18日	 議会だより編集委員会
	 	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 	 本会議（議案審議）
26日	 総務委員会
27日	 経済建設委員会

月３月１ 月２

14みしま市議会だより 2025.5.115 みしま市議会だより 2025.5.1


